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障害者権利条約
• 障害者権利委員会からの⽇本への質問
–障害者が法律の前にひとしく認められる権利を制限するいかな

る法律も撤廃すること。⺠法の改正によるものを含め法的枠組
み及び実践を本条約に沿ったものにすること。事実上の後⾒制
度を廃⽌すること。代替的意思決定を⽀援付き意思決定に替え
ること」

意思決定⽀援の諸相

寛容の⺠法論研究会
2023年8⽉11⽇

京都府⽴医科⼤学精神医学教室
成本 迅



「年をとればとるほど幸せになる社会」

⾼齢者の⼈⽣経過図
健常 軽度 中等度 ⾼度 終末期MCI
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相続
遺⾔者の認知能⼒が争点に

経済的被害
⾼齢者を狙った悪徳商法
親族による流⽤

早期啓発、予防教育

遺⾔の作成⇒定期的に意思の確認と修正

死後

客観的な能⼒評価による遺⾔の有効性の証明

⾼齢者対応銀⾏サービス

⾒守りシステム

認知症の知識、将来の備えに関する知識習得

親族、友⼈など⾝の回りの⼈に⾃分の希望や意思を事前に共有しておく

経済活動の契約⾏為時など⇒本⼈のレベルに応じた対応、サポート

窓⼝における遠隔技術による能⼒評価の実施

介護相談窓⼝（対⾯相談、電話相談）

いつまでも⾃分らしく独居での安⼼・安全な⽣活を維持

有料⽼⼈ホーム

遠隔コミュニケーションツール

会員専⽤の介護相談ポータルサイト
認知機能セルフチェックや会員同
⼠の情報交換

認知
機能

⾦銭管理能⼒の低下
ATMの操作・通帳の管理が困難に
⇒⽣活の困窮化

独居でも⼈との交流、会話の楽しみを維持

物盗られ妄想

貯⾦はあっても本⼈の⽣活
を豊かにするために活⽤で
きない

ラ
イ
フ
・
サ
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ト

介護が必要になっても住み慣れた地域で安⼼して⽣活
できるように専⾨家から情報提供

意思

１ 認知症施策を巡る
国の動向について

１ 認知症施策を巡る
国の動向について

8

認知症になっても本人の意思が尊重され、
住み慣れた地域で暮らし続けられる社会を目指して

新・京都式オレンジプランについて

京都府医師会理事 京都九条病院 西村幸秀先生作成



京都式オレンジプラン 10のアイメッセージ

１ 私は、周囲のすべての⼈が、認知症について正しく理解してくれているので、
⼈権や個性に⼗分な配慮がなされ、できることは⾒守られ、できないことは
⽀えられて、活動的にすごしている。

２ 私は、症状が軽いうちに診断を受け、この病気を理解し、適切な⽀援を受けて、
将来について考え決めることができ、⼼安らかにすごしている。

３ 私は、体調を崩した時にはすぐに治療を受けることができ、具合の悪い時を
除いて住み慣れた場所で終始切れ⽬のない医療と介護を受けて、すこやかに
すごしている。

４ 私は、地域の⼀員として社会参加し、能⼒の範囲で社会に貢献し、⽣きがいを
もってすごしている。

５ 私は、趣味やレクリエーションなどしたいことをかなえられ、⼈⽣を楽しんで
すごしている。

６ 私は、私を⽀えてくれている家族の⽣活と⼈⽣にも⼗分な配慮がされている
ので、気兼ねせずにすごしている。

７ 私は、⾃らの思いを⾔葉でうまく⾔い表せない場合があることを理解され、
⼈⽣の終末に⾄るまで意思や好みを尊重されてすごしている。

８ 私は、京都のどの地域に住んでいても、適切な情報が得られ、⾝近になんでも
相談できる⼈がいて、安⼼できる居場所をもってすごしている。

９ 私は、若年性の認知症であっても、私に合ったサービスがあるので、意欲を
もって参加し、すごしている。

10 私は、私や家族の願いである認知症を治す様々な研究がされているので、
期待をもってすごしている。

https://www.dmsoj.com/

事業内容・成果物

 2020年9⽉より三井住友信託銀⾏、京都信⽤⾦庫が正会員となり、事務局を京都信⽤⾦庫
本店内に設置

 京都府から委託の意思決定⽀援研修
 ⾦融機関職員向け検定試験（銀⾏ジェロントロジスト認定試験） 2021年1⽉より開

始、現時点で10,000名以上の受験）
 教材などの監修（第⼀フロンティア⽣命、凸版印刷）
 三菱UFJフィナンシャルグループ、ゆうちょ銀⾏予約型代理⼈制度の診断書の開発
 遺⾔能⼒スクリーニング検査
 認知機能チェックサービス
 2022年9⽉より住友⽣命が正会員に参加



認知症⾼齢者の医療同意能⼒に影響を与える要因

内的要因 外的要因

認知機能障害
• 理解
• 論理的思考
• 知能
• 記憶
• 実⾏機能など

感情的変化
• 認知症の⾏動・⼼理症状

（BPSD）

課題の特徴
情報の複雑さ、慣れなど

課題の内容
社会⽂化的価値、時間的制

約、意思決定⽀援など

状況
あいまいさのリスク、

客観的リスク

Sun W, et al. Front Psychol 750803, 2021.をもとに作成

脳の器質的変化 ⽣理学的変化

4タイプの臨床状況における意思決定

Whitney SN, et al. Ann Intern Med 140(1), 2004をもとに作成

A領域︓ハイリスク、⾼い確実性
同意の型︓インフォームド・コンセント
SDM︓なし
例︓腹部銃創に対する腹腔⼿術

⾼

リ
ス
ク

低

⾼（最良の選択肢が1つ） 確実性 低（2つ以上の代替案あり）

C領域︓ローリスク、⾼い確実性
同意の型︓シンプル・コンセント
SDM︓なし
例︓低カリウム⾎症患者における利尿
薬の減量

B領域︓ハイリスク、低い確実性
同意の型︓インフォームド・コンセント
SDM︓あり
例︓早期乳癌に対する拡⼤乳房切除術か
乳房温存+放射線治療

D領域︓ローリスク、低い確実性
同意の型︓シンプル・コンセント
SDM︓あり
例︓⾼脂⾎症に対する⽣活習慣の変化と
薬物療法
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意思決定能⼒

⾼

低

低 ⾼

意思決定困難

意思決定可能

「判断の内容」と「意思決定能⼒」

治療内容によるグラデーション

①予防接種
②内服治療
③抗⽣剤点滴
④内視鏡検査
⑤抗がん剤治療
⑥⼤腿⾻頸部⾻折⼿術
⑦⼤腸がん⼿術

安全性 ⾼

確実性
⾼ ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦



理解する⼒

• 医師から受けた説明の内容をどれほど理解しているか
• 本⼈⾃らの⾔葉で開⽰された情報を説明してもらう
「診断名は何ですか︖」
「病気の特徴は何ですか︖」
「病気の経過はどうなると聞いていますか︖」
「どんな治療を受けると聞いていますか︖」
「治療の良い点と悪い点（副作⽤）は何ですか︖」
「治療を受けない場合の良い点と悪い点は何ですか︖」
「あなたの⾔葉で説明して下さい」

認識する⼒

• 医師から受けた説明の内容を、患者本⼈が⾃分のこととして
認識しているか

• 宗教的信念や⽂化的背景など個⼈の価値観も含めて検討する
必要があり、最も複雑なプロセス

「今、説明を受けたことについて、これはおかしいとか、何か
疑問に思うことはないですか︖」
「治療を受けることが⾃分のためになると思っていますか︖」
「どうして、そう思いますか︖」



論理的に考える⼒

• 医療⾏為の結果を推測した上で論理的に考えられるか
⽭盾点をつく︓「あなたは治療Ｘを望まないと⾔いました。しかし、
それは命を守ることができる唯⼀の治療⽅法です。また、あなたは
死にたくないとも⾔いました。なぜ、治療Ｘを拒むのか理由を教え
て下さい」
⽐較検討︓「治療Ｘよりも治療Ｙ（治療しない）というのが⼀番良
いと思うのですね。それはなぜでしょうか。どんな点で治療Ｘより
も治療Ｙ（治療しない）⽅がいいと思いますか」
将来の⾒通し︓「治療Ｘを受ける（治療しない）とあなたの普段の
⽣活や仕事にどんな影響がありそうでしょうか」

選択を表明する⼒

• 意思が揺れずに⾃分の意⾒をはっきり表明できているか
• ⾔葉で伝える以外に、⽂章にして書く、うなづくなどの⼿段で

伝えられる場合も含む
「ここまで、私たちはあなたの病気と治療について話してきまし
た。今はどう思いますか。どうしたいと思いますか」
治療を受けたい／治療を受けたくない／先⽣（家族）に任せたい
など



健常 軽度認知症 中等度認知症 重度認知症 終末期軽度認知障害

浪費
財産管理の失敗

詐欺や経済虐待の被害

死後

財産管理に関する判断が困難

もの盗られ妄想

能⼒低下に気づけない

もし100万⼈の65歳以上の⾼齢顧客がいたら, 
そのうち年間4000⼈が認知症を発症する
(年間認知症発症率を 4/1000とした場合)

財産管理と認知機能低下

認知症⾼齢者の資産額推計
⾦融資産175兆円
不動産80兆円
（三井住友信託銀⾏調査⽉報
2022年5⽉号）

取引の機能 内容

支払う
現金での支払い／預貯金の払出／口座振替／振込／インターネッ
トバンキング／ATM／海外送金／クレジットカード決済／電子マ
ネー決済／プリペイド決済／為替取引 等

増やす
定期性預貯金／外貨預金／債券／株式／投資信託／貯蓄型保険／
現物投資／合同運用金銭信託 等

備える 保険（生命保険・損害保険）／年金／信託／融資 等

遺す 遺言・遺言信託／贈与信託／民事信託／生命保険 等

日常生活の維持に直結

判断能力が低下しても取引ができる仕組み ⇒ 生活状況や意思を反映

複雑な取引の理解が必要

取引の可否を判断できる仕組み ⇒ 能力評価による客観的な判断

金融商品の特性に応じた取引の扱い

■資産を守れても生活を守れなければ金融機関の役割を果たせないのではないか？



⾦融機関⾼齢顧客対応ワーキング・グループ報告書
（令和２年12⽉25⽇）
⾼齢顧客の判断能⼒評価、及び意思決定⽀援におけ
る⾦融業界全体のルール策定についての提⾔

・発明の名称＿意思決定能⼒評価装置、システム、及びプログラム
・特許登録番号＿7116515
・特許登録⽇＿2022/8/2

顧客の会話を⾃然⾔語処理により分析することで、当該取引に必要な能⼒があるかを判定



遺⾔能⼒

2016年に⼀審判決が出た遺⾔無効確認請求訴訟を検討

公正証書遺⾔１７件中５件、
⾃筆証書遺⾔８件中２件に無効判決

相続財産課税価格（2020年度）
16.4兆円



1 

現在希望している遺言内容（どのような財産を、誰に分配するのか）について説明できる
・ 現在の⾃分の財産を把握している

□・ ⾃分の推定相続⼈を把握している
・ 遺⾔内容に関する⾃⼰と取得者（推定相続⼈・受遺者）の関係性を把握している

2

【遺言内容を変更する場合のみ】 当初の遺言内容（どのような財産を、誰に分配するのか）について説明できる

・ 過去（当初の遺⾔作成当時）の財産を把握している

□
・ 過去（当初の遺⾔作成当時）の推定相続⼈を把握している
・ 過去（当初の遺⾔作成当時）の遺⾔内容に関する⾃⼰と取得者（推定相続⼈・受遺者）の関係性を把握している
・ 遺⾔内容のほかに遺⾔の⽅式も変更する場合は、その理由を説明できる 【※この項⽬は必須ではありません】

3

現在希望している遺言内容により、推定相続人のうち特定の推定相続人の取り分を無いものとしたり、法定相続分より減
らしたりする場合、その特定の推定相続人は誰か、本来受け取る分配からおおまかにどの程度減るのかを説明できる

・ 現在の⾃分の財産を把握している

□

・ ⾃分の推定相続⼈を把握している
・ 推定相続⼈やその家族に対するこれまでの贈与状況や寄与分を把握している
・ 遺⾔内容に関する⾃⼰と取得者（推定相続⼈・受遺者）の関係性を把握している
・ 法定相続分について理解している
・ 遺留分について理解している

4

自分の遺言内容によれば、誰と誰の間にどのような葛藤や緊張（感情的対立を含む）が生じる可能性があるのかを認識し
ている

・ 誰と誰の間に葛藤や緊張が⽣じる可能性があるのかを、⼀般論としてではなく⾃分に関する事柄として認識している □

椎名・名倉式遺言能力観察式チェックリスト
http://www.kpu‐m.ac.jp/doc/news/2019/20190207.html

©日本意思決定支援推進機構2018



5

現在希望している遺言内容により、法定相続人のうち特定の相続人の取り分を無いものとしたり、法定相続分より減らす
場合、なぜそのような分配にするのか、その理由となる事情を述べることができる

・ ⾃分が遺⾔をすることについて、⾃分のこととして考えて理由を述べられる（※理由の合理性は問わない） □

6

なぜ遺言という方法を選択するのか、法定相続のままにしておく方法や生前贈与、養子縁組、パートナーと婚姻をする方
法など、他に検討できる方法と比較して、理由を述べることができる

・ 「他の選択肢とその結果」と「遺⾔とその結果」を⽐較した上で合理的に判断している □

7

現在希望している遺言内容により、それぞれの相続人・受遺者について、メリットまたはデメリットのいずれが生じることに
なるか及びその内容を説明できる

・ 現在の⾃分の財産を把握し、その情報を運⽤できる

□

・ ⾃分の推定相続⼈を把握し、その情報を運⽤できる
・ 推定相続⼈やその家族に対するこれまでの贈与状況や寄与分を把握し、その情報を運⽤できる
・ 遺⾔内容に関する⾃⼰と取得者（推定相続⼈・受遺者）の関係性を把握し、その情報を運⽤できる
・ 法定相続分について理解し、その情報を運⽤できる
・ 遺留分について理解し、その情報を運⽤できる 【※この項⽬は必須ではありません】

8

【遺言内容を変更する場合のみ】 当初の遺言内容と比べて、それぞれの相続人について、どのようなメリットまたはデメ
リットが生じることになるかを説明できる

・ 現在の⾃分の財産を把握し、その情報を運⽤できる

□

・ ⾃分の推定相続⼈を把握し、その情報を運⽤できる
・ 遺⾔内容の変更に関する⾃分と取得者（推定相続⼈・受遺者）の関係性を把握し、その情報を運⽤できる
・ 法定相続分について理解し、その情報を運⽤できる
・ 遺留分について理解し、その情報を運⽤できる 【※この項⽬は必須ではありません】

9
表明された意思が二転三転することなく、一貫している

・ 遺⾔内容に関して表明された意思を複数回確認しても⼀貫性がある □

©日本意思決定支援推進機構2018

検査法の開発
① 遺⾔場⾯に関する判断
② 基本的⾦銭概念
③ 遺⾔に関する単語問題
所要時間︓約30分



実施して分かったこと

•９０代でも保たれている⼈がいる
•どこが保たれていて、どこが低下しているかがわかるので、能⼒に応じた
遺⾔を作成する指針になる
•施⾏には認知機能検査への熟練が必要

•普及すると⾼齢者が遺⾔を残す際に能⼒評価が必須になり、⼀部の家族に
よる不当な介⼊を受け本⼈の本意でない遺⾔書を残してしまう割合が減り、
訴訟の減少につながる可能性を秘めている。

29

消費者庁新未来創造戦略本部



消費者庁新未来創造戦略本部の重点プロジェクト 新未来に向けた基礎研究

高齢者の認知機能障害に応じた消費トラブルと対応策の検討に関する研究

【研究の概要】
消費生活相談情報の分析等を通じて、認知症や認知機能障害のある消費者
の行動特性を解明

（2020～2022年度,研究リーダー：成本迅京都府立医科大学大学院教授)

• テキストマイニング等の先端的なデータ分析手法を活用し、認知症
や認知機能障害のある消費者からの消費生活相談情報を分析
→認知症のタイプによる消費者のぜい弱性の解明

• 高齢顧客の対応を行っている企業に対してヒアリングを行い、取組
や課題を収集
→消費生活センター等での相談対応や企業での認知症等の消費者へ
の対応の向上を目指したガイドブック等の作成
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PIO-NETの分析

加藤ら,消費者庁新未来創造戦略本部国際消費者政策研究センタープログレッシブレポート, 2022

慶應義塾⼤学江⼝洋⼦先⽣作成資料



PIO-NETの分析

図2 2019-2020 年度における判断不十分契約における性別ごとの相談内容に関する重要度のワードクラウド

(a 男性) (b 女性)

加藤ら,消費者庁新未来創造戦略本部国際消費者政策研究センタープログレッシブレポート, 2022

相談経路に関する特徴：男女ともに子からの相談に加え、男性ではケアマネジャーやヘルパーなどの介護福祉関係者、女性の場
合は子以外の甥や姪からの相談や気づきも重要
契約トラブルにつながり得るツールや販売方法：男性では電話を介した契約トラブルの重要度が高い一方、女性では郵送によっ
て裁判所をかたって未納料金などの支払いを指示されるといったトラブルの重要度が高い可能性がある
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PIO-NETの分析

図3 2019-2020 年度の判断不十分者契約における年代ごとの相談内容に関する重要度のワードクラウド

相談経路に関する特徴：90代は親族からの相談を意味する単語はみられない。
商品及びサービスに関する特徴：70 代は固定電話回線を光回線に変更する際の勧誘や、スマートフォンの利用への移行に伴う携帯電話の契
約トラブルが特徴として表れている可能性が高い。90 代では「蟹」「金融商品」「皇室写真集」の単語が出現していることから、蟹などの
海産物を買わされる勧誘や、金融商品や新元号への改元に便乗した高額な皇室写真集の購入の勧誘に関して、90 代が特にターゲットになっ
ていることが考えられる。さらに、90 代では「保険者」「植木屋」の単語も出現しており、これらとの契約によるトラブルの重要度も高い
と考えられる

(a 70代) (b 80代)

加藤ら,消費者庁新未来創造戦略本部国際消費者政策研究センタープログレッシブレポート, 2022

(c 90代)
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年齢、性別による特徴
年代 認知機能 ⽣活状況

認知機能 男性 ⼥性
７０ 低下は⼀部 ICT利⽤、資産運⽤ 旅⾏、購買

８０ 認知症の⼈が徐々に増加 資産運⽤ 購買
遺産や保険⾦の受取

９０ 記憶障害、実⾏機能障害
を持つ⼈が過半数

施設⼊所
相続

施設⼊所
相続





ご清聴ありがとうございました


